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泌尿器科 領域 におけ るDL-8280の 使用経 験

実藤 健 ・金武 洋 ・進藤和彦 ・斉藤 泰

長崎大学医学部泌尿器科学教室

(主任:斉 藤 泰教授)

新規 に合成 されたオキサジ ン系経 口抗菌剤DL-8280の 尿路感染症に対 する臨床効果,安 全性および

有用性 を検 討 した。臨床効果 は急性単純性尿路感 染症 の場合,全 例著効,複 雑性尿路感染症では著効

33.3%,有 効37.5%,無 効29。2%で 有効率 は70.8%で あった。 また男子性器感染症4例 に投与 したが

全例ある程度 の臨床効果 を得た。

副作用 は,1例 に嘔気が出現 したのみ であった。

DL-8280は1980年 に 第一製薬研究所 で 開発されたオ キサ ジ

ン系の合成抗菌剤である。本剤の構造 式はFig. 1に 示す とお り

であ り,広 域 スペ ク トラムを有 し,ま た 抗菌力 も既存 の同 系統

薬 剤に比べ強力である とされ ている。 また 本剤は 経 口投与 で優

れ た血 中移行性お よび臓器移行性 を有 している1,2)。

今回,わ れわれは昭和57年4月 よ り7月 までの4ヵ 月間,外

来患者 中主に尿路感染症 を対象にDL-8280の 投与 を行い,UTI

薬 効評価基準9に 準 じて臨床効果,安 全性,有 用性 を検討 した。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

Structural formula

Chemical name:

(•})-9-fluoro-2, 3-dihydro-3-methy1-10-(4-methyl-

1-piperazinyl) -7-oxo-7H-pyrido [1, 2, 3-de] [1,

4] benzoxazine-6-carboxylic acid

Molecular formula: C16H20FN3O4

Molecular weight: 361.37

Melting point: 260～270℃

対象および投与方法

対象 としたのは単純性尿路感 染症4例,複 雑性尿路感

染症28例,男 子性器感染症4例 の計36症 例であった。

投与量は単純性尿路感染症,複 雑性尿路感染症 とも200

～400mg/dayを 原則 とした。

効果判定および副作用判定

UTI薬 効評価基準 に準 じて効 果判定を行 った。単純性

尿路感染4例 中2例 は投与前の排尿痛 または菌が陰性 で

あ ったため,複 雑性尿路感染症28例 中4例 は 投与前の

菌が陰性 または年齢が患者条件 を満 さなか ったた め,脱

落症例 として除外 した。判定時期は単純性尿路感染症の

場合は3日 間投与後,複 雑性尿路感染症の場合は5同 間

投与後 とす る こ とを原則 とした。男子性器感染症は頻

尿,排 尿痛,排 尿困難,会 陰部痛等の臨床症状の推移を

基準 として効果判定 を行 った。

副作用 判定について も同様にUTI薬 効評価基準に従

った。

成 績

1. 単純性尿路感染症

Table 1の ご とく,4例 に投与 し2例 について効果判

定 を行った。

いずれ も臨床効果は著効で有効率は100%で あった。

2. 複雑性尿路感染症

投与症 例,総 合臨床効果,群 別有効率,細 菌学的効果

お よび投与後出現菌 について それぞれTable 2～Table

5に 示 す。有効率は70.8%で あった。

3. 男 子性器感染症

Table 6の ご とく,4例 の慢性前立腺炎に対 し投与し

た。それぞれある程度 の臨床的効果が得られた。

4. 副作用

全投与症例36症 例 中,1例 に嘔気が出現 したのみで,

副作用発現率は2.8%で あった。

考 察

DL-8280は 第一製薬株式 会社で開発 されたBenzoxa-

zine格 を有す る経 口合成抗菌剤である。本剤は好気性の

グラム陰性菌,グ ラム陽性菌お よび嫌気性菌に至る幅広

いスペ ク トラム と強い抗菌力 を有 し,特 に我々が 日頃治

療 に難渋 しているSerratiaに 対 して優れた抗菌力を有

している。今回 の経験では,単 純性尿路感染症において

は100%の 有効率 を,複 雑性尿路感染症においては70.8

%の 有効率を示 し,全 体 では73.1%と い う結果であ っ



VOL.32 S-1
CHEMOTHERAPY 779

Table 1 Clinical summary of A. S. C. treated with DL-8280

*
Before treatment

/ After treatment
**  Ex.: Excellent, Mo.: Moderate, Fa.: Fair, Po.: Poor, Un.: Unknown

た。群別有効率を比較検討する と,混 合感染例 な らび に

カテーテル留置例 における 有効率 がそれ ぞれ44.4%,

57.1%と低かった。尿 中分離菌 の推移は,34株 中27株

(79.4%)に 菌の消失をみてお り,存 続 菌 はE. coli 1

株,P. aeruginosa 1株,S. marcescens 2株,S. epider-

midis 1株,Flavobacterium 1株,Y. L.O. 1株 で,ま た

使用後にP. aeruginosa 1株,Candida 1株,Acinetoba-

cter 1株,Y. L. O. 2株 がそれ ぞれ 出現 している。 これ ら

の結果より本剤はグラム陰性のみな らず陽性の好気性菌

に対して,幅 広い抗菌力 と強い殺菌力 を有するこ とが実

証され,特に日頃我々が治療に難渋 してい るS. marces-

censでは9株 中7株(77.8%)が 消失 してお り,今 後大

いに臨床効果 が期待 できるもの と確信 して いる。

副作用は,1例 に嘔気が出現 したのみで,血 液生化学

検査に も異常 は認 めなか った(Table 7)。
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Table 3 Overall clinical efficacy of DL-8280 in complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of DL-8280 classified by the type of infection
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Table 5 Bacteriological response to DL-8280 in complicated UTI

Table 6 Clinical summary of uro-genital infections treated with DL-8280

*
 Before treatment

/ After treatment
**  Mo.: Moderate, Fa.: Fair
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CLINICAL EXPERIENCE WITH DL-8280 IN

URINARY TRACT INFECTIONS

TAKESHI SANEFUJI, HIROSHI KANETAKE, KAZUHIKO SHINDO and YASUSHI SAITOH

Department of Urology, Nagasaki University School of Medicine

(Director: Prof. YASUSHI SAITOH)

Thirty six patients suffering from urinary tract infections, male genital infections were

treated with DL-8280. DL-8280 was administered in doses of 50•`200mg/day.

The clinical effects were excellent in all 2 simple urinary tract infections, and were

excellent in 8 cases and were good in 9 cases out of 24 cases with complicated urinary tract

infections. Overall effectiveness rate was 74% out of 26 patients.

As for the side effects due to the treatment, nausea was observed in only one case.


